
































































































































 ブこ 験方  'ム
 』工)雌牛沓脂質分割の測定は桂1・畠山τ曜潰酸箇i亀笠法に狛・・燐脂質・総1、ココ・中性脂肪1
 糊膏肪酸及総脂質を測定し,此の値からヅ亙}比を求'めた.
 ■)脂蛋白指数は血泊:をG虻assma∫議&Ha皿igの方i去に従って泳1動し,Swalmの方法
 一によ9染色し,小休式1光電う陰虚i計に1よ9グラフ上に表現してα及131擬蜘を求め,重量法によって
 庸難1指数を1}興した',
実験成績
 燐脂質代謝に於いて1生B及E群の様に極端な脂肪制限fセでは高度の代謝異常乃至は変動犠燦を示
 し,安梵妻生と正常化1の有面前を鳶忌めること雄こ出来なレ・.チ柔しA及D雪声で1欲そ'の安定性と正常イヒの傾向
 が見られ、比較的生体内に於ける代謝過程の塚簿が保た二it極端な変動を示さない,叉一方C群では
 ・再び変動状態が大とたP均ll鵡薩態が不安定となることを示している、然し総カロリーと(D関係てつ
 いては特…に一定の傾向は認められない、総Lコ"1についてはB群では一過性ではあるが高1慶の高
 陣コ血症を:示・すものが認められ」七れはTra旦s王〕orτLiρ装n1{eと解釈される,然し総1カ日
 リーを増量したE群では高し・・「鬼症は認められない.此の事からB群でlrtイ・聾1脂1防の動員が特・に高
 度に生じているものと考えられる.又一方(〕群でも血中「コ」は大きな変動を示している.比:1以て
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 反しA及D群ではその変動状態が極めて安定性のあることを示し且正常化への傾向が見られる、
 中性脂肪についてはB及E群ではTransportLipamieと共に大きな変動状態が現れ正翻ヒ
 の傾向は見られない.又C群でも正常化が認められず変動状態が高度である、然しA及D群では変
 動状態は軽度であり且最も安定した状態を示している.1劔旨肪醗こついてはB群では極端な変動を
 示すものが多ぐ,その均衡の不安定な状態にあることを示しているが,E群ではその変動状態は軽
 度となる.又C群についてその変動状態及正翻ヒヘの傾向を見る時,明励・にA及D群に篤し改善の
 傾向が見られない,此等の点より考えてA及D群の治療食餌が動脈硬化性疾患に最も適切で勘るこ
 と力窺われる、c/P∫七1^ごついてもその正鰍ヒと安気…{生の面から観察するπ寺氾月らフりにA及D群で=t他群
 と比較して安定性と正常化岱の傾向を示し,B及倉群では極端な変動を示すもの力業多ぐ、又C群で
 は総Lコηの相対的増加が持続す範ことが認められる.総脂質についてはB及E群では一・過性の
 TraロsportLip簑晦eが認められその状態が不安定であることを示し、叉C群でも脂豆0症が
 見られ之は、脂肪処理能力6塁延による現象と考えられる.而してA及D群は最も正常1ヒと安定性の
 傾向を示して極る.脂蛋白指数についてはAD及E各群で比較的安定性と正常化への傾向が見られ
 るのに反しB群ではその変動状薩眞は可成り大であり、叉C群では正'麟ヒの傾向を示さず治療食餌投
 与前後に於て改善の傾向を示さないものが多ぐ見受けられる.
総括並慧按
 今日動脈硬化の治療食餌について欧米の報告を.見る時,胴質代謝異常に対して最も有効であると
 考えられる一定の形式は確立されてい左い.動脈硬化が単一原因によって生ずるものではなく,
 P置暫eの云うm聰鷺轄acedの疾患であり昏種要因の組合・ぜによって生ずるものであることを考
 える時,此の事は極めて容易に理解される.現在までの報告を概観する峙治療食餌としては総カロ
 リーの剃限と摂取脂肪量の制限が根本1含勺な方針として示されているが,多くの研究者達は脂肪の総
 カロリーに対する割台を25%～50%とすることを主張している.ヌ肥満に幽しては低カロリー、
 食によって体重を減少させ,必要な体重に達したならばそれを維持…させる様に努力すべきであるこ
 とを主眼としているがその際掻板脂肪量は極端な制限を避け,必要量は十分に供給すべきであると
 云う意見も見られる.然し欧米に於ける郊くコ目蓋総力・り一の4D御45%を脂肪から堰ってい
 る人種が25～55%まで脂肪を刮眼することは可成り高度の脂肪制限と考えられる。然し我国の
 厳に総力・リーの20%に満たぬ脂肪摂坂の人種に対しては此の様式の当てはまらぬ事は明らかで
 ある.我国に於いては木村等は総力・リーを1,口口0～1,500としその20%以下を脂肪から取
 ることを主張し実際には斗0～可59を適当としているが,田坂等は総力・リー2,000、脂肪
 20～509を主張している.其他脂肪制限の必要なしとするものや或は低カロリー食は肥満者に
 行い,肥満のない者には低力・リ一食による体重減少は避ぐべきであるとする意見もあり,その主
 張は具体的問題として論ずる時極めて区々であると云わざるを得ない.著者の成績から判断する蒔,
 極端なB及E群の如意治療食餌によって一過性にTr鋤sportL量pam墨eを来たすものが見ら
 れる.此れと同一現象は木村及Allrensの成績,更に古くはPojn6exter等の報告に1見られ
 る如くイ隔れも低脂肪食によって生じた脂血症であ抄,その機鱒ぽ体脂肪の動員によって不足脂肪を
 蒲わんとする生体反1、毬の一形式であることがAn輌pse11によって指摘さ∫η、ている.而して此の脂
 迎症の動脈硬化に対する影響については,Pageも述べている和ぐ好ましい現象とは考克ら.れず。
 更に又極度の低脂肪と低力・リーによって栄養状態に悪影響のあることが考えられ,更に低脂肪食
 は脂蛋白に於いても低比重蛋白¢)増加を惹起することから考えても,著者はB及E群の如き食餌が
 動脈1認巳症の治療食餌として好適であると結論することは出来ない.又一方C群の如く高脂肪食に
 かミいてもその変動状態は大てあり且正常化の傾向が認められない、点からC群も動脈硬化の治療食餌
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 として不適当であると考える。更に叉動脈硬化症の脂質代謝異常については各脂質分劃聞の均衡状
 態が極めて重要であり,その意味に於いても。/p比或はβ/α指数な各脂質間の均褥武熊を知る
 上に大きな意義を持つものである.叉総脂質の増減に関してもその構成々分である各脂質分剥の絶
 対値が大きな影響を持つものとして重要ではあるが智その一分劃iの増減のみ.を取上げて是非を論ロず
 べきでなぐ,全体の中の一部分としてその均衡状態を考慮に入れて絶対値の増減を意義づけるべき
 であろう.以上の諸点を綜合し各脂質分割及その相互関係について正常化と安定性の二条件を略満
 足させ、最も治療食餌として有効な成績を示すものはA及D群であると結論する.叉動脈硬化治療
 食では特に脂溶性ビタミン及脂質代謝に関係するビタミンカ吹乏し易いので此等は十分に供給さる
 べきであり,更に今後は脂肪の値の問題として植物油に置き換える試みも為されるべきであろう.
 叉極端な低力・リ一食による栄養障碍には特に注意を払い食餌の配分比には均衡の取れた内容とす
i
 ることに意を尽すべきである.更に最近流行の脱しコ〕剤について著者の成1動・ら考える時,その
 効果判定1・ごは極めで膜重であることが望まれ,その投与食餌の影響を度外擁して効果を判定するこ
 と1蝋ど意義;がないものと考える.
結
論
 1)動脈硬イヒ性疾患々者75名を5群に分1'ナ,その弔卜辞に対し総カロリー及脂肪量を種々に組
 合せた治療食餌を投与し,1ヶ月毎に血中脂質分割及月旨蛋白指数を測定し,治療食餌の脂質代謝に
 及ぼす影響と変化の推移を観察した,2).h記5群に於いて2臼ノ以下の低脂肪食群はTran-
 sportLip翫斑eを来たし,309以上の高欄方食群に於いてもll旨血症が認められ,低脂肪食も
 高脂肪食も共に脂質代謝面に於いて大きな不」翻好のあることが認められた.5)血中脂質各分剥
 及脂蛋白指数に於いて撃個々の絶対値及その荘匝関係が最も安定し且正常化の傾向を示すものは脂
 肪が20～509のA及f)群であった.4)一ヒ記Z)成績よP著者は我国に於ける動脈硬化性疾患
 の治療食餌として,脂肪が20～509で総力・リーが1700以下のA群及総カロリーが17日目
 以上2000カPリー一のD群が最も有効であり、A群は肥満者にD群!ま肥満を伴わないものに使用す
 べきであると結論した1.5)動脈硬{風生う東密、に方取ケる食『餌は低脂月方食力冒丁窪奨され,る為,腰1々脂溶
 性ビタミンの欠乏が生ずる.従って此等のビタミン及脂質代謝関係のあるビタミンは十分に投与す
 べきである.叉脂肪の質についても今後更に考慮すべき点のあることを強調した.6)動脈硬1ヒ
 の脂質代謝に於いては各脂質分遡及脂蛋白の絶対値と共に相互の均衡ソζ態も極めて大きな意義を持
 っているこどを強調した.7)我国と欧米に於ける食生活と動脈硬化麿、春の相違について論じ,
 欧米の治療方式をそのまx我国に当てはめることの不適当であることを論じた.8)脱しコ]剤
 の効果判定は慎重を期すべき一Cあり、投与食餌の影章艶十分考慮する必要があ診,その実験は脂質
 代謝の安定した投与食餌に於いて行われるべきであることを強調した.
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審査結果要
旨
 動脈硬化症に於いて極々の脂質代謝異常が認められることは衆知の事実であるが,著者は投与食
 餌によりその脂質代謝が如何に変化し且如何なる影響を動脈硬化症拠与えるかについて二三の知見
 を得ている.
 1.中村内科入院患者中,動脈硬化症疾患を有する75名をABCDEの5群に分け∫その各群
 に対し総Cal及脂肪量を種・々に組合わせた治療食餌を投与し,1ケ月侮に血中脂質分割及脂蛋白
 指数を測定した.但治療食餌の総Ca1に対する脂肪のCa1は常に20%以下となる様に調整し,
 又i蛋白質1=t1.e～1.5ア/》(標準体重),総Ca1は200OCρ1以下とした.
 2.上1記5群に於いて207以下の低脂肪食群(B及E群')ではTransporthp石mieを来
 たし謁99以上の高脂肪f楽手(C群)に於いても脂血症を認め、低脂肪食の高脂肪餌、謁τ脂質代
 謝面に於いて大きな不均衡のあることを認めている.
 5.血中脂質各分剥及脂蛋白指数に於恥て,個々の絶対値及その相互関係が最も安定し,正常化
 の傾向を示すものは,脂肪が2臼～50〃のA及D群であることを認めている.
 4.上記の成績より、葺着は我国に於ける動脈硬化性疾患の治療食餌として,A群(総Cai
 質OO～17eロ、脂肪2目～50㌘,蛋白質1.O～づ.5?/K7)及D群(総Ca117GO～20OO
 脂肪20～509,蛋白質1、臼～1,5夕/駈)が最恵有効であることを示し,且A群は肥満を伴うも
 のに,D群は肥満を伴わないものに使用すべ巻であると結論している.
 5.動脈硬化1性疾患{て於ける食餌療法は低丹蘭方食分詞'1匡奨され.る関係上,耳ぼ葎1生ビタミンの欠乏及
 脂質代謝に関係するビタミンの不足に十分に注意を払うべきであり.又脂肪の質についても今後更
 に考慮すべき点のあることを強調している.
 ム動脈硬化症の脂質代謝に於いては,各脂質分劃及脂蛋白の相互の関係が極めて重要であi〕,
 各分割の絶対1直の正常化と共}⊂相互の」'雅言状ゴ`顧てもブくきな意義のあることを勇ミ謁している.
 Z我国と殴慰こ於ける食歯蛋の相違と動脈1蹄ヒ症患者の脂質代謝面の異同を論ずると共に、欧
 米の治療方式を我国でそのまX実施することの不適当であることを論じている.
 8,最近流行の脱ニェレステロール製剤の効果判定に1果しては,その投与食餌の影響を十分考慮す
 べきで、その実験は最も脂質代謝の安定した食事投与時に於いで翫bれるべきであることを強三蹴.
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